


はじめに

石見銀山世界遺産センターが平成20年10月20日に全面開所をして以来、 平成22年度は様々

な点で新たな取り組みを行った一年となりました。

センターの運営におきましては、 平成23年度での指定管理制度導入に向けて準備を行った一年

となりました。 センターの持つ遺跡紹介や地理案内、観光案内などの機能をより高めていくために、
指定管理者の経験と知見を活かし、 今後のガイダンス機能の一層の充実を図ってまいります。

他地域との関係につきましては、 国内での情報発倍のみならず、 台湾における特別展示への協力

など、 国際レベルでの交流機会がありました。 今後も世界遺産としての石見銀山の価値の発信につ
いて、 世界的な視座をもって取り組みを進めてまいります。

調査研究においては、 台湾の鉱山も含めた国内外の鉱山遺跡比較調査研究を始めとしまして、 石

見銀山の調査研究の拠点施設として、 石見銀山の持つ多様な価値の解明のために様々な学術的調査

研究に継続して取り組んでおります。
あわせて、こうした成果を広く一般に還元するための教育普及活動も今年度から企画をしました。

地域への出前講座や子ども向けイベントなど、 より多くの方々に石見銀山に親しんでいただけるよ

うに様々な形での企固を実施しております。
また、 石見銀山のもっとも大きなトピックとしましては、 平成22年8月2日にブラジル国ブラ

ジリアで開催された第34回世界遺産委員会において、 「石見銀山遺跡とその文化的景観」の、 世

界遺産の資産範囲について 「軽微な変更」が検討され、8月3日に「承認」の評価がなされました。

この 「軽微な変更」（範囲拡大）の承認は、 日本国において初めての事例となります。
世界遺産センターでは、 今後も世界遺産の価値をより広く周知しながら、 遺跡のより良い保護の

ための取り組みを進めてまいります。

あわせて、 世界遺産としての石見銀山の顕著で普遍的な価値と、 ユネスコの持つ「平和と人権尊

重」の精神をより広く伝えてまいります。
これまで行ってきましたこれらの重要な役割をはじめ、 様々な役割を引き続き果たしながら、 そ

れぞれの分野において、 日々新たな取り組みを進めてまいります。

皆さまのご期待にお応えいたしますため、 今後とも広くご助力ご助言をいただきますよう、 お願

いいたします。

平成24年2月

大田市教育委員会教育長 大： 國 晴 雄
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I. 石見銀山世界遺産センタ ーの概要

1. 業務と組織等

■世界遺産センターの業務・組織

世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」全体の導入部（案内の玄関口）として、 総合ガイダ

ンスと展示解説機能を持ち、 調査研究並びに造跡の保全と管理、 ユネスコの「平和と人権尊重」の

精神を情報発信することなどを担う拠点施設として、 専門職員及びスタッフ等が常駐しています。

1)世界遺産センターが担う業務

◇ガイダンス（遺跡見学者に対して、 遺跡の価値や全体像の理解を促進）

①遺跡立体模型での説明やガイダンス映像の上映

②案内窓口の設置とスタッフの常駐

③地図・パンフレットの配布

◇展示・解説

①遺跡全体の解説や収集資料（含むレプリカ等）の展示と解説

②最新の調査・研究成果の展示と解説

③館内案内スタッフ、 専門職員による総合解説

◇調査・研究

①調査・研究活動の拠点

②研究発表、 シンポジウム等の開催

◇保全・管理

遺跡の日常的なパトロ ールと保全 ・ 管理

◇教育・普及

①案内書、 解説書等の作成

②ホームペー ジ等による情報発信

③体験学習（丁銀づくりや灰吹体験など）の実施

④講演会、 講座等の開催

◇収集・保管

①関係史資料の収集及び保管

②史資料等のデー タベース化
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①石見銀山の歴史

16世紀の神屋寿禎による「銀山発見」から、 大森の町の形成まで、 映像や資料写真、 復元品

等で解説しています。

②石見銀山のくらしと技術

発掘調査の成果を中心に鉱山のくらしと技術を解説しています。

また、期間限定で「国重要文化財・辻が花染丁子文道服の再現品」の公開を実施しています。

＊＊平成22年度公開実績＊＊

第1期（4/29~5/24:25日）第2期（7/2~7/19:18日）第3期(9/18~10120:33日）

第4期（12/23~1/10: 19日） 第5期(3/19~3/31 : 13日） 年間計108日

▲第2展示室

第3展示室「総合調査の成果」

自然科学、文献、石造物、 間歩、発堀調査という学際的な調査研究成果の一端を紹介しています。

併せて石見銀山の地質学的な背景から鉱脈や坑道の分布などを映像、 模型等で解説しています。

平成21年度からは、 都市鉱山について解説するコ ー ナーを設け、 廃棄される電化製品などから

希少な金属を回収・再利用している状況の展示解説を開始しています。

また、 今年度寄贈を受けた30kgの純銀インゴットを活用し、 実際にこの銀の手触りや重さを感

じられる形での常設展示を行っています。

第4展示室「未来に引き続ぐ石見銀山遺跡とその文化的景観」

「鉱山跡と鉱山町、街道、港と港町の総体」という石見銀山の土地利用＝文化的景観を模型、映像、

パネルや歴史年表で紹介しています。

▲第4展示室
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II. 管理運営業務の実施状況

平成22年度の概観

■概要

館の入館者数は130,280人で、 対前年度比25.7％減 、 予測値比16.3％減でした。 世界遺産登録

から3年を経過する中で、 集客効果は予測より早い段階で平静化しています。

一方、 有料展示室観覧者数は54,992 人。 入館者数の減少に伴い対前年度比21.0％減であった

ものの、 予測値比では17.8％の増となり、 対入館者数比も42.2％と高い数値を示しました。 展示

室観覧が、 石見銀山遺跡の全体像を理解する導入部であると浸透してきた結果だと考えられます。

館実施の世界遺産センター駐車場の駐車車両調査では、 総量は減少したものの遠方からのマイ

カー来訪者が多い傾向が昨年度に引き続きみられました。 これは、 高速道路の「休日上限千円」の

割引制度と無料化社会実験が実施された（平成23年6月19日終了）恩恵によると考えられます。

特筆する点として、オー トバイクツー リングとレンタカ ーでの来訪が増加した年でもありました。

特にレンタカ ーについては僅少であった鳥取ナンバー車が激増しました。 これは平成22年度放映

のNHK朝の連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」ゆかりの鳥取県境港市の観光波及効果とみられます。

ゴールデンウィ ーク(5月）、 お盆（8月）などの超多客期間は、 駐車場が午前中の早い時間帯

に満車となり、 県道31号線が駐車待ちの車両で渋滞する傾向が引き続いて起きています。 大森地

区と銀山地区内に導入した「歩く観光」スタイルが浸透し、 現地での滞在時間が伸び、 駐車車両回

転率が落ちたためです。 今後、事前周知や周辺部の道路案内施設での情報提供等の工夫が必要です。

平成22年度は平成23年度から管理運営の一部において指定管理者制度を導入するため、 市完

全直営の最終年度となり、 引継業務の骨子や手法を検討した一年でもありました。 その中で、 平成

22年8月3日（火：現地日時）、 ブラジル国ブラジリアで開催された第34回世界遺産委員会で、

世界遺産の登録範囲の軽微な変更が決議されたことに伴い、 拡大された範囲やその目的に対する説

明を行いました。

遺跡の現地見学のための事前学習という視点と、短時間での現地見学では遺跡の全体像を体感し、

理解することが容易ではないことを踏まえ、 何度でも石見銀山を訪れて学んでいただけるような視

点に立った説明を心がけています。 並行して「平和と人権尊重」をめざすユネスコの世界遺産であ

ることをしつかり説明し、 人権・同和問題について、 センター職員はもとより、 石見銀山関連施設

職員、 ガイドの会会員への研修を随時おこなっています。

石見銀山遺跡をよりわかりやすく具体的に理解していただくために、 発掘調査を中心とした最新

の調査研究成果のお知らせや速報展示をはじめ、 市県専門職員による夜学（夜間の講座）と外部研

究者を招いた公開講座（日中の講座）の定例開催、 古文書講座（初級、 中級）の月例開催、 夏休み

子供体験学習イベント、 出前講座を行いました。 更に、 銀の製錬工程などに関する体験イベントの

メニュ ー化に取り組むとともに、 市内中学校の生徒の職場体験研修も引き続き受け入れています。

これらの事業の開催案内、 参加者募集及び事業実施報告、 ボランティアによる遺跡清掃活動報告

など様々な情報について、 梢極的に公式ホームページを活用して掲載しています。

平成23年度からは、調査研究部門を除く管理運営業務を指定管理者が行なうこととなりますが、

アンケー ト調査やモニタ ー ツアーを実施することで、 利用者（来訪者）満足度、 滞在時間·期間、

滞在型の有無、 リピー ト動向などのデータを獲得し、 かつ、 客観的に解析する必要があると考えら

れ、適切なセルフモニタリングの実施と石見銀山関連施設や観光分野との連絡調整がより 一層必要

となり、 利用者サー ビスの向上が図られるものと考えられます。
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■平成 22 年度入館者の状況

総入館者＝130, 280人（先行オー プンからの累計＝605,914人，フJレオープンからの累計＝370,540人）
展示室観覧者＝54,992人（フ］レオープンからの累計＝150,929人）
展示室観覧料収入額＝14,658,050円
利用状況は次のとおりです。

※平成21年4月25日から電子マネー「石見銀山WAON（下記参照）」サー ビスイン
※平成22年5月1日、 畏示室観覧者10万人突破【559日目】 ※平成22年5月16日、 入館者50万人突破【955日目】

【入館者数・展示室観覧者数】 ＊1平成21竿i月1日から外国人の展示室観覧割引制度を開始 （単位：人、％）
4月 '·5月

入館者 A 9, 165 20, 126 

展示室観覧者 C 3,692 7,255 

有料観覧者 3,527 7,083 
一般 2,978 5,361 

大人 2,859 5,084 

小中学生 119 27J 

団体 118 352 

大人 117 340 

小中学生 1 12 

その他割引利用者 368 1,314 

大人 328 1,151 

小中学生 40 163 

外国人割引者＊1 63 56 

無料観覧者 165 172 

大人 76 109 

小中学生 89 63 

参考入館・観覧の対前年度比 • 4月
＇芯 々 5

＜

月介

H22年度 A 9,165 20,126 

入館者 H21年度 B 12,868 31,573 

対前年度比A/B 71.2% 63.7% 

H22年度 C 3,692 7,255 
農示室 H21年度 D 5,409 9,332 観覧者

対前年度比 CID 68.3% 77 7% 

【展示室観覧料収入】
4月 5月

H22年度 x 1,003 1,968 
1,428 2,438 

対前年度比 ＝X/Y 70.2% 80.7% 

《参考：外国人割引者》 人数（人）

地域別 H22 H21/4 
から累

東ヨ ー ロッパ 16 24 
西ヨ ー ロッパ 63 102 
北アメリカ 74 155 
中南米 4 10 
オセアニア 16 37 
東アジア 162 246 
東南アジア 144 159 
南アジア・中央アジア 5 ， 

中束・アフリカ 4 5 
国籍不明 ゜ 12 

計 488 759 

6月 '1月ベ - 8月 9月 10月 11月 12月 11月 2月 3月 合計
8,204 12,208 23,739 14,290 13,729 13,551 3,615 1,879 3,168 6,606 130,280 

3,722 4,981 10,361 5,751 6,356 5,617 1,654 1,007 1,579 3,017 54,992 

3,461 4,598 10, 171 5,346 6,009 5,367 1,632 1,000 1,512 2,880 52,586 

2,597 3,685 8,732 4,390 4,458 4, 186 1,353 639 980 2,277 41,636 

2,564 3,462 7,456 4,268 4,375 4,089 1,298 594 937 2, 111 39,097 

33 223 1,276 122 83 97 55 45 43 166 2,539 

635 517 240 362 974 638 34 230 400 237 4, 737 

626 154 186 362 973 632 34 228 398 219 4,269 

， 363 54 ゜ I 6 ゜ 2 2 18 468 

215 377 1, 156 561 543 369 240 122 118 342 5,725 

209 335 950 530 515 349 219 106 116 297 5,105 

6 42 206 31 28 20 21 16 2 45 620 

14 19 43 33 34 174 5 ， 14 24 488 

261 383 190 405 347 250 22 7 67 137 2,406 

244 327 164 382 167 135 22 J 24 75 1,732 

17 56 26 23 180 115 ゜ ゜ 43 62 674 

'6月ぷ 祖，l 必
へ8月

冬

9月 ら 10月澤 11月ァ| 12月 1月 2月 3月 合計
8,204 12,208 23,739 14,290 13,729 13,551 3,615 1,879 3, 168 6,606 130,280 

12, 146 15, 107 29,471 21,088 14,586 14,214 5,875 3,613 4,043 10,694 175,278 

67.5% 80B% 80.6% 67.8% 94.1% 95 3怜 61 5% 520% 784% 61 8% 74.3% 

3,722 4,981 10,361 5,751 6,356 5,617 1,654 1,007 1,579 3,017 54,992 

5,447 5,548 10,803 7,333 6,390 6,394 3,669 2, 119 2, 169 4,969 69,582 

68.3' 89 8% 959% 78.4% 9 9.5 % 87.8¾ 45 1% 47.5% 728開 60.7% 79 0% 

（単位：千円 、 ％）

6月 7月 8月 9月 10月， 11月 12月 1月 2月 3月 合計
987 1,239 2,746 1,531 1,707 1,524 464 272 419 798 14,658 

1,419 1,319 2, 752 1, 9 2 8 1, 704 1,671 993 556 583 1,229 18,021 
69.5% 93.9% 99.8% 79.4怜 100.2% 91.2% 467% 489% 718% 64.9% 81.3% 

※H21/4からの延ベトップ5 ()内はH22年度

米国130(73) 台湾124(74) タイ123(119) 中国85(56) 韓国36(31)

■「石見銀山WAON」とは

大田市観光協会とイオン株式会社（千某市）が業務提挑し、 イオンの電子マネ ー 「W
AON」に石見銀山遺跡をデザインした「石見銀山WAON」を発行。

世界遺産センクーなどの有料施設等(8ヵ所）での支払い時に割引金額で利用できる
とともに、 その売上金の一部が「石見銀山基金」に寄付され石見銀山遺跡の保全に活用
さ汎ます。
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■誘客・広報事業

フルオ ープンから3年目を迎えた石見銀山世界遺産センターでは、 さまざまなメディア等を利

用して周知・宣伝に努めました。 主なPR活動の概要は次のとおりです。

1)「浴衣でお出迎え」「山野草展」

世界遺産登録記念日の7月2日を中心に、 窓ロスタッフ手作りの企画展を実施しました。

●浴衣でお出迎え

スタッフが浴衣姿で来館者を迎えました。

梅雨のさなか、 涼を感じると好評でした。

●山野草展・七夕飾リ

石見銀山周辺で見られる山野草を、 簡単な解

説ボー ドと併せて館内各所で展示しました。

また、 七夕にあわせて来館者に自由に願い事

をかいてもらう飾りを設けました。

来館の思い出のきっかけ作りにするととも

に、 なごみと興味を提供することができました。

▲七夕飾リ

2) 3館連携事業

島根県立古代出雲歴史博物館、 島根県立三瓶自然館サヒメル及び石見銀山世界遺産センターの3

館が世界遺産登録記念月の7月を中心に、 周知・誘客を図る目的でスタンプラリ ーなど合同イベ

ントを企画しました。

また、 島根県立古代出雲歴史博物館での催事に参加するなど、

事業を進めました。

より連携を強固なものとするよう
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3) 「島根ふるさとフェア 2011 」

広 島市で開催された「島根ふるさとフェア

2011」にセンタ ー として参加しました。

ブースでは、 世界遺産センタ ーが担っている役割

や機能など、 遺跡の玄関口としての施設紹介にあわ

せて専門職員が映像を活用した遺跡解説を行い、 来

場者の興味を惹く内容を意識して取り組みました。

また、 前年度好評であったプラスチック板で作る

「キーホルダー製作コ ーナー」を設けるなどお手軽

体験イベントも同時に開催し、 延べ 600 名の皆さ

んに体験してもらうなどPRに努めました。

時：平成 23 年 1 月 22 日（土） 10: 00~17: 00

1 月 23 日（日） 10: 00~16: 30

場：広島県立総合体育館（広島市中区）

日

会

4)「石見銀山謎解きウォ ークラリ ー」

前年度好評だった世界遺産センタ ー、 熊谷家住宅、 武家屋敷旧河島家、 町並み交流センタ ーの 4

施設に隠されたキーワ ー ドを探し当てる、「石見銀山謎解きウォ ー クラリ ー」を開催しました。

時：平成 23 年 9 月 29 日（水） ～ 12 月 27 日（月）

品：正解者全員に「純銀粒とキーホルダーづくりキット」をプレゼント

（さらに、 抽選で賞品獲得）

日

賞

～ー～�

ら更よ ： I 
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Ill．指定管理者制度導入経過の概要

1. 「石見銀山世界遺産センタ ー他周辺施設」の指定管理業務に関する仕様要旨
（本章は「石見銀山世界遺産センタ ー他周辺施設の管理に関する協定書」を抜粋・要約したものです）

1)指定管理業務の目的
「世界遺産として登録された石見銀山の文化的価値に対する理解を深め、 もって市民の文化の振

興と向上並びに学術研究の発展及び遺跡の保全活用に寄与する」という石見銀山世界遺産センタ ー

ならびに関連する周辺施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成できるよう、 管理計画に基づき適
正に管理することを目的とした。

2)石見銀山世界遺産センター他周辺施設の構成（22p図面参照）
(A) 石見銀山世界遺産センタ ー、 石見銀山街道市民ふれあいの森公園

ア ． 名 称 石見銀山世界遺産センタ ー、 石見銀山街道市民ふれあいの森公園
イ． 所在地 大田市大森町イ1,597番地3他
ウ ． 施設規模（下記のとおり）

「石見銀山街道市民ふれあいの森公園」
①敷地面積 l 50,614rrl
②施設内容
0便所棟（構造：木造、 階数：地上1階一部地上2階、 面積：延べ床面積11 l.78rrl・建築面

積74.97rrl) 
〇あずまやA棟（構造：木造、 階数：地上1階、 面積：8.29rrl)
0あずまやB棟（構造：木造、 階数：地上1階、 面積：12.25rrl)
〇遊歩道（延長L=189 m、 あずまや 木造1棟 18.00rrl) 

「石見銀山世界遺産センター」（以下、「センタ ー」という。 上記敷地内に存在）
①建物敷地面積 4, lOOrrl（うちlOOrrlは除く）
②第1駐車場面積 5,700rrl（うち364rrlは除く）
③第2駐車場面積 950rrl

④第3駐車場面積 9,800rrl
⑤西側駐車場面積 530rrl
⑥施設内容
0ガイダンス棟（構造：木造、 階数：地上1階、 面積：延べ床面積763.47rrl

建築面積776.09rrl、 オリエンテー ション室・ガイダンスコ ーナー、 エントランスホール、
事務室、 トイレ、 第1 • 4展示室 外）

〇展示棟（構造：鉄筋コンクリ ー ト造・ 一部鉄骨造、 階数：地上1陪一部地上2階、 面積：
延べ床面積720.69rrl 建築面積668.98rrl、第2• 3展示室、遺産活用室、書庫、会議室 外）

〇収蔵体験棟（構造：鉄筋コンクリ ー ト造、 階数：地上1階一部地上2階、
面積：延べ床面積477.53rrl 建築面積334.94rrl、 体験学習室·遺物整理室•第1収蔵庫、

第2収蔵庫 外）
〇駐車場（第1駐車場（普通車95台・身障者用4台・待機バス13台（うち8台分は364rrl

は除く）、第2駐車場（普通車38台）、第3駐車場（普通車250台）、西側駐車場（職員用））
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(B)石見銀山大久保間歩、 石見銀山本谷スポット広場、 石見銀山公園•本谷地区

以下ア・イ・ウの3施設を総称して、「大久保間歩周辺施設」という。

ア ． 名 称 石見銀山大久保間歩（以下、 「 大久保間歩」という）

所在地 大田市大森町イ1,628番地

施設規模 大久保間歩（一般公開の範囲。 坑口より約160 m区間）、 釜屋間歩迄の見学道沿い

l,500m、 大久保間歩管理棟（構造：木造瓦葺平屋建て 面積：延べ床面積9.93m、

建築面積21.41rrl)

イ． 名 称 石見銀山本谷スポット広場

所在地 大田市水上町三久須106番地4他

敷地面積 2,147m 

施設概要 駐車場(As舗装（普通車5台X2列））、 あずまや1棟、 進入路（延長L=82m)、

修景・植栽ー式

ウ ． 名 称 石見銀山公園•本谷地区

所在地 大田市水上町三久須106番地5 他

開設面積 1.8ha 

施設概要 遊歩道（延長L=534 m)、 便所1棟（木造1s.02rrl)、駐車場

(As舗装（大型車2台・普通車4台））、 自家用電気工作物l基

※上記(A) (B)の施設を総称する場合は、 以下「センタ ー他施設」という。

3)運営の基本方針

(1)施設運営の目標

センタ ー他施設では以下の5つの目標を掲げて運営を行う。

①ユネスコの精神に基づき、 未来へ引き継ぎます

国際連合教育文化機関（ユネスコ）の「平和と人権尊重」の精神に基づき、 人類全体の宝であ

る石見銀山遺跡をまもり、 未来へ引き継いでいきます。

②石見銀山遺跡の理解を助け、 現地へ誘います

鉱山跡など多種多様な資産で構成され、 かつ、 広大な面積を有しているため一 目ではわかりに

くいと言われる石見銀山遺跡の全体像の理解を助けるため、 適切なガイダンスを行います。 そ

して、 資産そのものである現地へ足を運び、 見て、 触れる機会を増進します。

③調査研究を梢極的に行います

考古、 文献などの人文分野と、 科学、 自然環境などの自然科学分野を密接に連携を取り合いな

がら総合的な調査研究を進めます。 また、 国内外の鉱山遺跡との比較研究などテーマ別の研究

も行い、 情報発信します。

④遺跡の保全管理活用を継続的に行います

良好なかたちで今に伝わる資産を適切なかたちで未来へ引き継ぐために、 遺跡パトロ ールなど

日常の保全管理に努めます。 同時に、 継続した保全活動が実施できるよう官民協働の取り組み

も実施します。また、硯地資産そのものが展示物とみなされるため、資産の整備活用を進めます。

⑤親しみのもてるセンタ ー他施設とします

現地の他施設と連携を密にし、 地域住民が誇りを持ち、 学校教育や生涯学習の場として、 観光

客を含め何度でも来館したくなるような交流拠点とします。 また、 現地説明会や体験学習、 講

座 ・ 講演会などを定期的に開催し、 親しみが持て地域に開かれた運営を目指します。
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4)センター他施設の運営にかかる基本事項

(4 A)石見銀山世界遺産センター 、 石見銀山街道市民ふれあいの森公園

(4A-l)施設の概要 上記2-Aのとおり。

(4A-2)市と指定管理者の役割分担 市と指定管理者との役割分担については概ね以下のとおりと

する。

業務区分 概 要 運営主体 備 考

設備等保守
建物設備の保守管理、 小規模施設修

指定管理者維持 繕駐車場・森林公園の小規模修繕
管理 清掃 建物内、 敷地内の美観、 衛生維持： 指定管理者

※第1駐車場の一部は除く

警備 建物内、敷地内の警備（緊急時対応等） 指定管理者

企画作業：展示替え等の計画と実施 市
計画策定・実施過程に指定

展示 管理者も参画
小規模展示品修繕 指定管理者 実施にあたっては市と協議

隊・広報
各種広報媒体を活用した広報、 誘客

指定管理者
計画・実施にあたっては市

計画の策定・実施 と協議
普及等企画：教育普及活動の計画・ 計画策定過程に指定管理者
実施

市
も参画

学校連携：学校の授業等と連携した
市

普及活動

運営 教育普及
イベント等：遺跡・センターヘの理解・

計画・実施にあたっては市
関心を深めるためのイベント等の計 指定管理者
画・実施

と協議

インターネットによる情報発信：情
報システムの保守管理、 ホ ー ムペー 指定管理者
ジの運営

調査研究 調査研究、 資料保存蓄積 市
遺跡保全管理 修繕、 現地措置、 標識設置・管理 市

総合案内：来館者の受付。総合案内、
指定管理者

施設連営 展示監視
料金徴収：観覧料の徴収・管理 指定管理者

自主企画
自主事業：指定管理者の誘客企画事

指定管理者 計画実施にあたっては市と
業（イベント等）の実施
センター関連商品（書籍・グッズ等）

協議。 物販は施設の目的外
物販サー ビス

その他の販売
指定管理者 利用による

【特記事項】

※開館時間、 休館日の取り扱い 条例上に開館時間及び休館日の規定があるが、 センターが石見銀

山遺跡の中枢である大森町への来訪者受入拠点であり、 パー ク＆ライド方式を採用していることを

最大限考慮すること。 このことを前提として、 指定管理者の申し出（判断）により、 特段の理由が

ある場合は、 開館時間の変更、 休館日の設定等の弾力的運用ができるものとする。 利用者周知の方

法を含めて事前の取り扱いを定めること。

※利用料金制の採用 観覧料等利用者が納付する利用料金は、 指定管理者の収入とする。

※教育普及事業 市スタッフと指定管理者の業務が、 一体となって、 年間の事業を構成する教育普

及事業については、 その連携、 役割分担の考え方は次のとおり。

市→専門性の高いものを中心に、 石見銀山遺跡についての理解を深める普及活動

指定管理者→センター PRと誘客をねらいとしたイベントを中心とした活動を展開
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項 目 業務内容
広報・誘客計画の策定 広報・誘客に関する年間実施計画の策定、 その進行管理
インターネットによる

WEBペー ジの更新
情報発信

通常広報、 展示、 教育普及事業、 イベント等の内容についで情報提供、 広報物

センター広報
（ポスター、 チラシ、 リーフレット、 広報誌等）の企画 ・ 作成・配布、 セン タ ー

の事業報告・事業概要・施設の業務等を紹介する資料の作成 ・ 配付、 マスコミ ・

雑誌等への広告等

硯覧券の販売促進
観覧券の販売営業（前売券販売契約 ・ 観光券契約を含む）。 プレイガイド等へ
の前売券配布・回収・手数料の支払い

自主事業の企画・実施
センターの利用促進を目的として、 センターの施設を活用した展示 ・ イベント
の実施、 書籍・グッズ等の販売等

(6)教育普及事業に関すること

市と連携を図りながら、 効率的・効果的な教育普及事業の一翼を担う
項 目 業務内容 備 考

学習活用シスプム及び遺跡GI Sシスインターネットによる
WEBペー ジの更新管理

テムは市で更新管理情報発信
体験学習プログフムの企画実施（例）

計画策定kあたっては市と内容等につ
こなし体験、 選鉱休験、

いて協議すること
活勁計画の策定、 灰吹実演、 銀粘土細工体験、

なお、こなし休験、選鉱体験、灰吹実演、
普及事業等の企画実施 丁銀づくり体験等

銀粘土細工体験、 丁銀づくり体験につ
イベントの企両実施

いては、 市所有備品を利用できる
イベント等参加申し込み受付

・教育委員会が主催する講座・講演会等の開催に協力すること。

・体験イベントの実施に当たっては、 事前に市と協議が必要であるが、 指定管理者が企画 ・ 実施す

る自主事業の収益は自らの収入とすることができる。

(4 B) 石見銀山大久保間歩周辺施設

(4B 1)「石見銀山大久保間歩、 石見銀山本谷スポット広場、 石見銀山公園 ・ 本谷地区」

施設の概要 上記2-(B)のとおり。

(4B-2)市と指定管理者の役割分担 市と指定管理者との役割分担については概ね次ペー ジ一覧表の

とおりとする。

【特記事項］

※指定管理者となりうる資格等 業務内容が旅行運送サー ビスの代理 ・ 媒介を行うことから旅行業

登録事業者であること（国内旅行業務取扱管理者）が必要。 坑道内の公開ツア ーであるため、 「鉱山J

および「坑道」に精通していること（鉱山保安法第1 8条に規定する坑内保安係員）が必要。

※開場時間、 休場日ならびに一 日における入場回数と入場人数の取り扱い 条例上に開場時間及び

休場日の規定があるほか、 開場日の一 日における入場回数及び人場人数を制限し、 一日あたりの入

場回数は 4 回以内とし、 1 回あたりの入場者数は 20 人以内とする。

※「大久保間歩一般限定公開ツア ー」以外の公開について 休場日等の行政視察及び学校行事等で

大久保間歩を公開する場合は、 大田市教育委員会が対応する。

※天災等にともなう 「大久保間歩一般限定公開ツア ー」催行の中止の取り扱い 天災、 地変、 その

- 19-



他指定管理者の責に帰することのできない事由により、 募集予約期間または当日において催行を中
止する場合がある。 この場合、 指定管理者は大田市教育委員会との協議を行ったうえで、 中止の決
定は大田市教育委員会が行う。 中止にともなう損害や休業補償等についてはその都度指定管理者と
協議する。
※利用料金制の採用 入場者が納付する利用料金は、 指定管理者の収入とする。

業務区分 概 要
坑内の月例点検 毎月の詳細点検

坑内の点検・保安業務
入坑前後の日常点検及びツア一時の保安
業務並びに緊急時対応（応急措置等）

維持管理 坑口周辺等の保全管理 坑口前、 遊歩道・見学道の環境整備

管理棟の維持管理 建物保守管理、 清掃、 小規模修繕

危機管理対応 災害時等の対応（ツア ー 中止決定含む）
閉場日の保険への加入 賠償責任保険、 傷害保険への加入

ツアーの広報、募集 広報：各種広報媒体を活用した広報
募集：HP等による参加者募集・受付
ツアーデスク：ツアー日に受付コ ーナー

に開設
コ ールセンタ ー ：事務室内に開設

連営 誘客：催行日当日のセンタ ーでの誘客
ツアーの催行 ガイド：手配及び案内業務

移動手段：バスの手配及び連行
貸出用品：貸出の手配と補充管理
保険：旅行災害補償制度への加入
料金徴収：ツアー料金の徴収・管理

自主事業：指定管理者の誘客企画事業（イ自主企画 ベント等）の実施

(4B-3) 大久保間歩の運営に関する業務
指定管理者は、 次のとおり大久保間歩一般公開の連営業務を実施する。
(1) 施設利用（開場時間、休場日）に関すること

連営主体

指定管理者

市

指定管理者

指定管理者

備 考
計両・実施に
あたっては、
市と協議
計両·実施に
あたっては、
市と協議

計画・実施に
あたっては、
市と協議

計画・実施に
あたっては、
市と協議

①開場時間 大久保間歩の開館時間は、 午前9時から午後5時までとする。 一日当りの入場回数は
4 回以内とし、 1 回あたりの入場者数は 20 人以内とする。
②休場日 休場日は、 月曜日、 火曜日、 水曜日及び木曜日とする。 1 2月1日から翌年の2月末日
までの間。
(2) ツアー料金の設定及び収納管理に関すること
大田市石見銀山大久保間歩の設置及び管理に関する条例（以下「大久保問歩条例」という。）別表
に定める入場料を含むツアー料金を自己の収入として徴収する。

(4B-4)石見銀山本谷スポット広場維持管理運営業務仕様書
大久保間歩催行のルー トであること、 石見銀山遺跡・仙ノ山の縦断コ ースであることから、 日常的
な維持管理が必要であり、 指定管理者は、 週1回以上の現地パトロ ールを行い、 必要に応じて大田
市と協議する。
(4B-5)石見銀山公園•本谷地区維持管理運営業務仕様書

大久保間歩催行のルー トであること、 石見銀山遺跡・仙ノ山の縦断コ ースであることから、 日常的
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な維持管理が必要であり、 指定管理者は、 週1回以上の現地パトロ ールを行い、 必要に応じて大田

市と協議する。

業務区分 概 要 管理主体 備 考
維持管理 広場、 公園の監視 週l回以上、 現地パトロ ール 計画・ 実施

広場、 公園の維持管理業務 別紙仕様書
指定管理者 にあたって

は市と協議

5)組織体制

管理運営業務を実施するために必要な業務執行体制を確保するとともに、 労働拮準法を遵守し、

管理運営を効率的・効果的に行うための業務形態にあった適正な人数の職員を配置すること。

(1)職員研修

職員の歴史や遺跡、 世界遺産としての価値ならびに人権尊重に関する資質向上とサー ビス向上の

ため、 職員研修を定期的に実施すること。 また受付・監視補助職員に対して、 指定管理業務開始ま

でに接遇、 展示内容、 その他運営に必要な事項の習得のための研修を行うこと。（展示内容の研修

講師にはセンタ ー専門職員が務める）
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2. 「大森の町並み関連施設」の指定管理業務に関する仕様要旨
（本章は「重要文化財熊谷家住宅・代官所地役人旧河島家の指定管理業務仕様書」を要約したものです）

1)指定管理業務の目的

近年、 文化財建造物に対する市民の関心が高まり、 文化財建造物の公開に加えてさまざまな活用

を期待する声が増えている。 大田市は、文化財建造物の保存と活用を両立させ、多様化する住民ニー

ズに効果的・効率的に対応するため、 民間の能力を活用して、 住民サービスの向上等を図ることを

目的とし、重要文化財熊谷家住宅（以下「熊谷家住宅」という。入代官所地役人旧河島家（以下「旧

河島家」という。）について指定管理者制度を導入した。

2)施設の構成

熊谷家住宅及び旧河島家は、世界遺産『石見銀山遺跡とその文化的景観』を構成する資産である。

享和元年(1801)建築の熊谷家住宅は大森の町並みでは最大規模の民家で、 石見銀山で栄えた商

家の建築様式とくらしを伝える。 旧河島家は、 寛政1 2年(1800)の大火後の建築で、 代官所に

勤める銀山附役人の住まいをよく残している屋敷である。

(1)熊谷家住宅

① 所在地 島根県大田市大森町ハ63番地

② 指定年月日

③ 指定区分

平成10年(1998)5月1日指定

国指定重要文化財

④ 所有者 島根県大田市

⑤ 設置目的 石見銀山における伝統的建造物に対する理解を深め、 市民の文化向上に資す

るため設置する。

⑥ 施設概要 重要文化財（建造物）に指定されている物件（以下、「指定物件」という。）

及び指定物件と一体となって価値を形成する物件で構成される。

主な管理対象施設 ※カッコ内数字は延床面積

（ア）指定物件

主 屋 木追2階建(650.Srrl)

指定外の東道具蔵前座敷含む

北道具蔵 木造2階建土蔵造(376rrl) 

小 蔵 木造1階建土蔵造(5.5rrl)

衣装蔵 木造2階建土蔵造(63Srrl) 

東道具蔵 木造2階建土蔵造(69.Srrl)

米蔵雑蔵 木造2階建土蔵造(78.2rrl)

納 屋 木造平屋建 (30.7rrl) 

敷地（1,500rrl)土塀・納屋•井戸・手水鉢を含む

（イ）指定物件と一体となって価値を形成する物件

蔵前座敷（69.7rrl)、裏門 l棟、土塀（裏門～小路の川沿い、小路側）、離れ跡（物入れ） 1棟、

横門1棟、 便所・管理棟 木造2階建(50.6rrl)
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管理運営に支障のないように配置すること。

③ 業務の全体（代官所地役人旧河島家の業務を含む）を総合的に把握し、 責任者となる総括

責任者を1名配置し、 市との連絡調整等にあたること。 施設において維持管理・保守点検・

入場料徴収等の業務に従事する職員を配置すること。 業務に支障のない範囲で配置人員を変

更できるが、 事前に大田市教育委員会の承認を得ること。

④ 防火管理者の資格を有するものを1名配置すること（③に示す人員と重複可）。

⑤ 職員の雇用に際しては、 指定管理者制度導入以前において熊谷家住宅の管理補助に従事した

者の採用など、 地元採用に配慮すること。

5. 指定管理者の業務の範囲

(1)施設及び設備の維持管理に関する業務

(2)入場の許可に関する業務

(3)入場料の徴収に関する業務

(4)大田市教育委員会が必要と認める業務

①一般公開、 展示に関する業務

②利用促進、 誘客、 広報に関する業務

③その他必要な業務

6. 業務内容

指定管理者が行う業務は次の業務とする。 指定管理者が業務を一体的に委託することは認めない

が、 個別業務を他者に委託することは可能とする。 ただし、 事前に大田市の承認を得なければなら

ない。

(1) 施設及び設備の維持管理に関する業務

① 基本的事項

（ア）施設等を常に清潔な状態に保持するよう努め、 管理上発生した廃棄物については適正な分別

を行い、 所定の場所に搬出するとともに、 定期的な消掃等を実施すること。

（イ）維持管理にかかる費用、 光熱水費、 電話料金等は、 指定管理者が支払うこと。

（ウ）大田市が賃与する施設設備及び備品は、 善良なる指定管理者の注意をもって管理すること。

（エ）電球等の消耗品は、 随時補充又は交換すること。

（オ）指定管理料により購入した物品は、当該業務のみに使用すること。 購入した物品は、台帳（電

子データ可）により管理すること。

（力）維持管理業務に要する諸工具、 器具、 消耗品、 光熱水費等一切の費用については、 指定管理

料の中に含んでいる。

（キ）保守点検等の結果、 部品の取替、 修理等の整備を必要とする場合は、 速やかに処置すること。

（ク）法定点検業務にかかる諸費用は指定管理者の費用負担により行うこと。

（ケ）年度当初に緊急連絡体制表を作成し、大田市教育委員会に報告すること。 変更が生じた場合は、

その都度報告すること。

（コ）指定管理者は、 管理対象設備等の動作不良及び故障発生の通知を受けた場合は、 速やかに大

田市教育委員会に報告し、 対処すること。
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(4)一般公開に関する業務

① 各建造物を一般公開する。

② 入場者に対し、 必要な説明、 助言及び案内を行う。

③ 施設のパンフレットの作成、 印刷及び管理を行う。作成したパンフレットは、 大田市の観光

PR活動にも提供する。 ただし、作成にあたっては事前に大田市教育委員会と協議すること。

④ 取材及び撮影等、 広く一般に周知する広報活動に協力する。 ただし、 大田市教育委員会と協

議の上実施すること。

(5)展示に関する業務

石見銀山拠点施設等基本構想において、 熊谷家住宅・旧河島家は石見銀山遺跡を総合的にガイダ

ンスする拠点施設と連携し、 石見銀山の歴史のなかで果たしてきた熊谷家 ・ 河島家の役割と変遷、

大森町における商家・武家のくらしを伝える施設と位置づけられていることを踏まえ展示業務を行う。

(6)利用促進を目的とする各種の催しの企画及び実施に関する業務

下記の催しを実施すること。 規模・内容については、 さらに発展させるため創意工夫をすること。

実施にあたっては大田市教育委員会と協議すること。

① 世界遺産登録記念無料開放事業(H22年度実績）

（ア）実施期間 毎年7月2日

（イ） 内 容 平成19年7月2日に世界遺産に登録されたことを記念して、 無料一般公

開を実施する。 これに伴う経費は指定管理料に含む。

(7)誘客・広報に関する業務

指定管理者は、 施設の利用促進を図るため誘客・広報に関する業務を行う。

① 広報物（ポスター、 チラシ等）の企画・作成 ・ 配布を行う。

② マスコミ・雑誌等への広告等を行う。

③ ホームページの管理•更新を行う。

④ 必要に応じて他の公開施設等と連携を図り、 誘客活動を行う。

7. 自主事業に関する基本的な考え方

(1)自主事業による活用の指標

文化財としての価値に対する理解を深めるため公開し、 さらには市民の参加を得て熊谷家 ・ 河島

家と町並みの歴史とくらしを継承していく活用によって、 石見銀山をはじめとする歴史文化を活か

した創造的な人づくりに寄与していくため、指定管理者はこの指標を尊重して事業を行うこととする。

① 石見銀山の歴史とくらしを継承する活用

② 熊谷家の歴史とくらしを継承する活用

③ 学校教育との連携による歴史とくらしの継承

④ 公益性と収益性のバランス

⑤ 継続性と発展性のある活用

⑥ 市民参加の促進
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IV. 世界遺産範囲の拡大

石見銀山遺跡とその文化的景観は、2007年の第31回世界遺産委員会で世界遺産一覧表に記載

（登録）されました。 記載後、遺産のよりよい保護のために、以下の保護措置の拡大が行われました。

①平成19年12月 大森銀山伝統的建造物群保存地区の拡大について国選定告示

②平成20年 3月 石見銀山街道の史跡追加指定告示

③平成21年12月 温泉津伝統的建造物群保存地区の拡大（国選定告示）

これらの保護措置の拡大を受け、 平成21年12月10日 に開催された文化審議会文化財部会世

界遺産特別委員会において、「世界遺産条約履行のための作業指針」第163段落に示されている、

世界遺産の「軽微な変更」としてユネスコに資産範囲の拡大が申請される運びとなりました。

翌平成22年1月18日（月）、外務省において開催された世界遺産条約関係省庁違絡会議（外務省、

文化庁、 環境省、 林野庁、 水産庁、 国土交通省）で、「石見銀山遺跡とその文化的景観」の資産範

囲の軽微な変更に関する申請書をユネスコヘ提出することが決定。 ユネスコ世界遺産センタ ーで受

理後、 審査機関である国際記念物遺跡会議 （イコモス）に送付され、 書類審査によってこの「軽微

な変更」について「承認」の評価が与えられました。

審査機関の評価を踏まえ、 平成22年7月25日～8月3日、 ブラジリアで開催された第34回

世界遺産委員会において審議の結果承認され、 世界遺産の範囲が拡大しました。 こうした、 世界遺

産の範囲拡大（軽微な変更）は、 我が国では初めての例となりました。

拡大された範囲の概要は以下のとおりです。

①大森・銀山（重要伝統的建造物群保存地区）大森地区周囲の山林を尾根線で区切る範囲を追加。

（拡大前32.80ha 追加範囲129.90ha 合計面積162.70ha)

（史跡との重複部分があるため、 実質追加面積は83.62ha)

②温泉津（重要伝統的建造物群保存地区） 岬状の丘陵地、 浜地、 海面により形成される内港の

範囲を追加。（拡大前：33.70ha 追加範囲2.90ha 合計面積36.60ha)

③石見銀山街道鞘ケ浦道、 石見銀山街道温泉津・沖泊道（史跡） 道の形状や路面の状態を物証

に拮づき旧状に復1日することが可能と判断される範囲を追加。

（拡大前：2.63ha追加範囲0.25ha 合計面積2.88ha)

この拡大によって、 世界遺産の資産範囲は実測面積で約442.40haから529.17haとなりました。

（次ペー ジより、 拡大範囲図ならびに ICOMOS の評価）

※次ペー ジ以降文章引用元（ユネスコ世界遺産センタ ー HP)

http:/ /whc.unesco.org/ archive/2010/whc 10-34com-8be.pdf

whc 10-34com-inf.8b2.add-e.pdf 
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Iwami Ginzan Silver Mine (Japan) No C1246 

1. BASIC DATA

State Party: Japan

Name of property:

Iwami Ginzan Silver Mine and its Cultural Landscape

Location:Shimane Prefecture, Ohda City District

Inscription: 2007

Brief Description:

The Iwami Ginzan Silver Mine in the south-west of Honshu Island is a cluster of mountains, rising

to 600 m and interspersed by deep river valleys featuring the archaeological remains of large­

scale mines, smelting and refining sites and mining settlements worked between the 16th and

20th centuries. The site also features routes used to transport silver ore to the coast.and port

towns from where it was shipped to Korea and China.

The mines contributed substantially to the overall economic development of Japan and south-east

Asia in the 16th and 17th centuries, prompting the mass production of silver and gold in Japan.

The mining area is now heavily wooded.

Included in the site are fortresses, shrines, parts of Kaid6 transport routes to the coast, and three

port towns, Tomogaura, Okidomari and Yunotsu, from where the ore was shipped.

Date of!COMOS'approval of this report: 1 7 March 2010

2. ISSUES RAISED

Background:

The nominated property is a serial nomination of fourteen sites that demonstrate three aspects

of silver mining production and transportation carried out on and near Mount Sennoyama and

Mount Y6gaisan between the 16th and 20th centuries.

The property comprises the remains of nine silver mine sites relating to the Iwami Ginzan

mine, with archaeological evidence of administration buildings and fortresses; shrines and

cemeteries, together with associated settlements, some still partly inhabited (Omori-Ginzan); two

Kaid6 transportation routes to the coast with remains of wayside shrines, and three port towns

(Tomogaura, Okidomari and Yunotsu) from where the ore was shipped

The different areas of the inscribed property are joined together and surrounded by the buffer

zone.

The area of the inscribed property is 442 ha and the buffer zone area is 3,22 lha.

The Advisory Body's evaluation of the property at the time of inscription suggested some

modifications that could be made to the property boundaries as follows.
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completing the integrity of Yunotsu as one of the three key ports for export of silver from the 

mine. The additional area proposed is 2.9ha, an increase of 8.6%. 

ICOMOS considers that the proposed enlargement is justified as a minor modif ication 

incorporating a key element of the port area and reinforcing the Outstanding Universal Value. 

Kaid6 transportation routes: Tomogaurad6 and Yunotsu-Okidomarid6 Further research on the 

Kaid6 has identified 4 additional sections on the Tomogaurad6 route and 3 additional sections 

of the Yunotsu-Okidomarid6 route, which on the basis of their record in 19th century cadastral 

maps, the physical remains of adjoining sections and/ or the existence of the original road surface 

beneath the current surface, can be restored. 

The proposed addition of these sections to the Kaid6 nominated area will increase the protected 

length of the routes from 65.21 % of their total length to 73.51 %. 

The actual area of the proposed increase is 0.25 ha, an increase of 9%. 

ICOMOS considers that the proposed enlargement is justified as a minor modification extending 

the integrity of the property and reinforcing the Outstanding Universal Value. 

The whole area of the proposed expanded nominated area is owned by Oda City and protected by 

municipal ordinances of Oda City and the National Law for the Protection of Cultural Properties. 

The additions will further endorse the Statement of Outstanding Universal Value for the property 

as inscribed by the World Heritage Co皿nittee's Decision 31 COMSB.26. 
The proposed total combined increase in the area of the inscribed property is 86. 77 (excluding 

areas of overlap), which is 19.6%. 

The buffer zone boundary remains the same, but its area will be reduced by the area that was 

formerly buffer zone and is now proposed to become nominated area: 

86.76ha, which is 2.7% of the former buffer zone area. 

The proposal includes a statement of progress on the recommendations regarding management 

that were included in Decision 31 COMSB.26, and Oda City Preservation Plans for the Omori­

Ginzan and Yunotsu Preservation Districts for Groups of Historic Buildings. 

3. ICOMOS RECOMMENDATIONS

Recommendation with respect to inscription
ICOMOS recommends that the proposed minor modification to the bound町of the Iwami Ginzan

Silver Mine and its Cultural Landscape, Japan, be approved.

Map showing the revised boundaries of the property

Property Iwami Ginzan Silver Mine and its Cultural Landscape 

Id. N° 1246 bis 

State Party Japan 

See ICOMOS Evaluation Book Addendum, May 2010, page 30. 

Draft Decision: 34 COM 8B.53 

The World Heritage Committee, 

1. Having examined Documents WHC-10/34.COM/SB and WHC-10/34.COM/INF.SB l.Add,

2. Approves the proposed minor modification to the boundary of the Iwami Ginzan Silver Mine

and its Cultural Landscape, Japan.
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16世紀末から17世紀初頭頃の遺構が遺存することが確認されました。 また、 坑口前に設

定したトレンチから、 その後の整地によって埋め立てられた状況を確認、 この坑道の掘削時

期が17世紀初頭頃に遡りうる可能性が考えられました。

遺物の総量は、陶磁器コンテナ4箱、金属製品（製錬関連遺物を含む）コンテナl箱でした。

3)昆布山谷地区

昆布山谷地区では、 合計7つのトレンチによる調査を行ないました。

lトレンチでは明治時代初頭の土留めのための石積み遺構と拮壇状盛土、 2トレンチでは、

江戸時代末から明治時代初頭の炉跡1基が検出されました。

3トレンチでは、 表土直下で礎石列と土間面が検出され、 礎石建物を確認。 4、 6、 7トレン

チでは、 いずれも赤褐色系のしまりの強い土が広がっていることが判明しました。 このうち

7トレンチでは炭化物を含む黒色層が検出され、 5トレンチでは、 上記トレンチと同じく赤

褐色系の土の広がりが認められたほか、 礎石建物および溝跡が検出されました。

遺物の総量は、 陶磁器コンテナ6箱、 金属製品（製錬関連遺物を含む）コンテナ1箱、 石製

品コンテナl箱でした。

4)伝建地区・市内遺跡

疇地内では現状変更の許可条件に蜻づく工事立会を実施しました。 岩根家において浄化槽

の設置及び排水溝等の設置に係る立会のほか、 三角点設圏に伴う工事立会を実施しました。

その他、 伝建地区内で災害復旧工事、 浄化槽設置l件、 敷地造成工事1件、 電柱設置工事1

件のそれぞれの工事立会を行いました。

■石造物調査

石造物調査は石見銀山遺跡の歴史的過程を実態に即してより詳細に明らかにし、 鉱山遺跡として

の特性を把握することを目的に実施しています。 石造物には様々なものがありますが、 現在は鉱山

の盛衰が直接的に反映されると考えられる墓石を重点的に調査しています。

1)平成22年度石造物調査指導会

実施日：平成22年6月11日（金）

場 所：石見銀山世界遺産センタ ー、 現地

指導者：田中 義昭氏（島根県文化財保護審議会委員）、

池上 悟氏（立正大学教授）、 今岡 利江氏（八雲立つ風土記の丘 学芸員）

〇概 要

平成21年度の調査成果の確認及び平成22年度の調査内容の検討を行いました。 平成22

年度は、 大田市温泉津町小浜に所在する浄土宗極楽寺墓地、 石見銀山遺跡の仙ノ山山頂近く

に所在する石銀地区墓II • N周辺の墓石の調査を実施することとしました。

2)温泉津地区極楽寺墓地の石造物悉皆調査

実施日：平成22年9月1日（水） ～3日（金）

場 所：大田市温泉津町小浜 極楽寺募地
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ことから、 海底の現状を把握し、 将来の保護方法について検討材料を得る目的で、 平成21年度か

らNPO法人アジア水中考古学研究所が行う調査に協力する形で海底調査を実施しています。 平成

22年度は3年計画の2年目でした。

l)温泉津湾周辺の海底調査

実施日：平成22年11月22日（月） ～24日（水）

場 所：鞘ケ浦港内・沖泊湾内

主 体：NPO法人アジア水中考古学研究所

参加者：林田 憲三氏（NPOアジア水中考古学研究所）、 小川 光彦氏（金沢大学大学院）、

手塚 希望氏（金沢大学大学院）、 松井 広信氏（金沢大学大学院）、

山本 祐司氏（水中カメラマン）、 島根県教育委員会：林 健亮・守岡 正司

〇概 要

柄ケ浦港内及び沖泊湾内の海底を潜水調査しました。 柄ケ浦港内では海底地形を確認したほ

か、 陶磁器数点の存在が確認されましたが、 いずれも近代以降と推定されます。 また、 沖泊

でも少量の陶磁器類が確認されました。 いずれも国史跡指定地内であるため、 遺物の採集は

行わず、位置の確認及び写真撮影が行われました。 今回は、調査時のコンディションが悪かっ

たこともあり、 今後の調査が期待されます。

2. 歴史・民俗学的調査研究

世界遺産としての顕著な普遍的価値を高めるため、 散逸の危機にある地元史料を主対象として文

献調査を実施しています。 その際、 人権・同和問題の解決を見据えた取り組みとするべく、 地図・

地名、 人権・同和問題調査を通じて問題への理解促進と意識の向上をめざしました。 調査成果の活

用方法については、 類例調査を行いつつ引き続き検討しています。

●文献調査

石見銀山の歴史と国内外におけるその意義を明らかにするため、 石見銀山と石見銀を含む日本銀

に関する文献・史料の所在や内容を学術的に調査しています。 史料や文献の捜索•閲覧．複写・写

真撮影をし、 必要に応じて目録作成や解読を行って保存・活用することとしています。

1)文献調査指導会

実施日：平成22年9月21日（火）

場 所：島根県立古代出雲歴史博物館2階会議室（出雲市大社町）

参加者：文献調査員及び島根県教育委員会職員

〇概 要

平成22年度調査の計画と概況について協議し、 個別文書の具体的な調査のほか、 所在確認

調査や調査成果の公開について議論を行いました。 調査成果を公開する刊行物については、

これまでの調査成果をまとめた古文書目録を制作することとなりました。 年度末には鉱山地

域の寺社関連文書目録をまとめた『石見銀山関連史料目録l』を刊行しています。
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2)文献調査研究会

実施日：平成23年3月29日（火）

場 所：スカイホテル大田8階会議室（大田市大田町）

参加者：文献調査員及び島根大学学生、 島根県教育委員会職員

〇概 要

世界遺産室中木紗友美嘱託「熊谷家下張り文書調査について」、 島根大学法文学部池上昇吾

氏「近世における幕領貨幣の歴史的性格」という報告2本について、活発な議論を行いました。

また、 平成22年度の文献調査実施状況について総括報告を行っています。

3)史料調査

実施日：平成22年5月6日（木） ～平成23年3月30日（水）のうち36日間

場所：各文書所蔵先（大田市大田町ほか）

参加者：文献調査員、 島根大学学生、 大田市・島根県教育委員会職員

〇概 要

次に挙げた個別文書の写真撮影や目録作成を行いました。

【熊谷家、 重田家、杉谷家、 藤間家、 平田家、本竹下家、 山中家】

このうち熊谷家については、 新たに建具の下張り文書の整理作業を始めています。 また、 和

鋼博物館では佐渡金銀山関連絵巻を、 島根県立図書館では石見銀山関連の中世文書を撮影し

ています。 合わせて、調査全般に関わる論文や書籍といった各種文献の収集にも努めました。

4)石見銀山資料館との共同調査

実施日：平成22年5月11日（火）～8月6日（金）のうち7日間

場 所：林家（邑智郡美郷町）

参加者：文献調査員及び島板県教育委員会職員

〇概 要

石見銀山資料館による林家文書の調査へ参加し、 共同で整理・記録作業を行いました。 林家

文書は近世銀山街道沿いの村役人家に伝来した一大史料群であり、 農業以外の生業関連史料

を含む数千件を対象に、 引き続き目録を作成しました。

■地図・地名、 人権・同和問題調査

石見銀山遺跡とその周辺は、 近世石見国支配の幕府の中心地であり、 多くの鉱山労働者の生活が

ありました。 その支配機構は、全国の幕府頷に一貫するものと、銀山独自のものがあったようです。

銀山の中にも、 被差別身分とされる人々の暮らしがありました。 彼らは幕府から課せられた警察等

の役務を果たし、 治安維持のために大きく貢献しました。 にも関わらず、 当時からの偏見に基づく

賎視観は地名などに残されており、 明確な根拠を持たない伝承も存在するなど、 誤った理解を与え

かねない影響を現代にも及ぼしています。

石見銀山に関わる調査研究に際しては、 ユネスコの基本理念である「平和と人権尊重」の精神に

則り行われるべきであることをふまえ、 歴史的事実の解明が人権・同和問題の解決を見据えた取り

組みとなるよう、 人権・同和問題への理解促進と意識の向上を図る必要があります。 そのため、 外

部有識者による研修会を開催しました。

-40-



1)第1回人権研修会

実施日：平成23年3月15日（火）

場所：石見銀山世界遣産センタ ーオリエンテーション室（大田市大森町）

講 師：中川 喜代子氏（奈良教育大学名誉教授）

〇概 要

講師にお招きした中川先生は、 同和教育を含む人権教育・啓発について研究・執筆活動を幅

広く展開されています。研修会では、 世界人権宣言とユネスコの基本理念を分かりやすく紐

解くお話を伺うとともに、 社会全体での人権教育の重要性について学ぶことができました。

世界遺産石見銀山遺跡に関わる全員が、 人権と人権教育の大切さを共通認識すべきであるこ

とを再確認する場となりました。

■教育普及方法等調査

l)調査内容 先進事例の調査

実施日：平成22年10月16日（土）、 17日（日）

場 所：院内児童館（秋田県湯沢市院内）・院内銀山跡

参加者：島根県教育委員会職員

〇概 要

石見銀山遺跡の世界遺産としての価値を広く情報発信してゆくためには、 体験を含めた教育

普及活動や、講座・シンポジウム等の活動が必要です。 今年度は、 テーマ別調査研究事業に

かかり日本鉱業史研究会が主催した「院内銀山現地研究会」へ参加することに合わせて、 院

内銀山異人館（秋田県湯沢市院内）を視察しました。 同館はJR院内駅に併設されており、

来訪者に対して院内銀山跡の総合的な案内機能を担っています。 同館の展示では手作りのあ

たたかさを活かした手法が随所に用いられており、鉱山遺跡の魅力を伝えたいという職員の

熱意を端々に感じ取ることができました。 展示を含む積極的な情報発信や普及啓発が、鉱山

遺跡の充分な理解に結び付く好例と考えられ、 その良さを再認識しました。

3. 自然科学的調査研究

従前の科学調査など自然科学的調査を一つの体系に整理発展させ、石見銀山遺跡の実態を解明し、

より価値を高める調査を行います。 この調査の目的は、 鉱山技術の復元、 遺跡の保存、 環境保護等

の解明です。 これらの成果は講演会や鉱山技術の体験、 現地ガイド、 親地公開などで公表します。

■考古資料分析調査

l)平成22年度考古資料分析調査指導会

実施日：平成22年10月6日（水）

場所：石見銀山世界遺産センタ ー

指導者：村上 隆氏（京都国立博物館学芸部保存修理指導室長）

参加者：大田市・島根県教育委員会文化財課職員、 島根県埋蔵文化財調査センタ ー職員

〇概 要
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するため、 指導会を開催しました。 石造物等の保存は、 現象の確認、 原因の究明、 対策の実

施という手順で進める必要があり、 当面始めるべきは経年変化の観察と、 気象条件等のデー

夕蓄積であるとされました。 石材の乾湿の

繰り返しによる劣化が大きな原因とみられ

るため、 周辺の温湿度や水分の条件など、

石の乾湿に係る環境測定を目視観察と併せ

て行うことが指摘されました。 また、 デー

タは単年度ではなく持続的に蓄積しなけれ

ば、 物件の保存処理後のメンテナンスが行

えないので、 環境測定の継続的な実施は必

要と指摘されました。

4. テ ー マ別調査研究

平成20年度から、「最盛期石見銀山の復元」と「東アジアの鉱山比較」を大きなテーマとして、

およそ3年周期の共同調査研究を進めています。 この研究では、 考古学、 歴史地理学、 地質学、

鉱山学などの外部の各種研究者に石見銀山遺跡客員研究員として参加してもらい、 年に数回の共同

検討会議を開催しながら進めています。

0石見銀山遺跡客員研究員名簿
ァーマ 氏 名 所 属
最盛期石見銀 井上 雅仁 島根県立三瓶自然館

山の復元 大庭 康時 福岡市教育委員会
仁木 宏 大阪市立大学大学院文学研究科
藤原 雄局 石見銀山資料館
山村 亜希 愛知県立大学文学部日本文化学科
和田 美幸 松江市教育委員会文化財課

東アジア鉱山 小関 久乃 独立行政法人東京文化財研究所文化遺産国際協カセンター （冗）

比較研究 中西 哲也 九州大学総合研究博物館
仲野 義文 石見銀山資料館
中村 唯史 島根県立三瓶自然館
吉原 道夫 佐倉市立臼井南中学校

■最盛期石見銀山遺跡の復元研究

この事業では、 考古・文献・歴史地理・自然科学等各分野の専門的な研究者による調査研究によっ

て、 土地・人・物の状況解析を拮軸とし、 16世紀から17世紀初め頃にかけて最盛期を迎えた石

見銀山の景観を復元的に明らかにすることを目標に、 展示やイラスト作成なども念頭に置きながら

調査研究を行っています。

■鉱山遺跡比較調査研究

石見銀山遺跡が世界遺産に登録された際、 ユネスコ世界遺産委員会から「石見銀山遺跡及び国内

外の他の鉱山遺跡との比較研究の実施」が要請されました。 このため、 島根県と大田市では東アジ
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2. 遺跡の管理

■遺跡管理体制

石見銀山世界遺産センタ ーでは、 遺跡の維持保全のために、 平成21年度より専任の遺跡管理人

1名（大田市職員）を配置し、 石見銀山での遺跡パトロ ール体制を構築しています。

遺跡管理人の業務としては定期的巡視のほか、 遺産内における小範囲の除草、 小修繕、 簡易サイ

ン敷設等の維持保全活動も行なっています。

センタ ーではそのほかにも、 石見銀山遺跡地内での清掃活動の企画や、 各種団体の清掃活動実施

時の場所選定、 消耗品（混合油等）の供与、 実施内容の広報など、 遺跡管理のためのボランティア

活動の支援を行っています。

■第11回クリーン銀山

世界遺産センタ ー主催として、 世界遺産登録記念にあわせて第11回の「クリーン銀山」を実施

しました。

当日はあいにくの天候不良により小規模な活動となりましたが、 夏を迎えるこの時期に来訪者が

快適な散策を行えるよう、 官民協働の清掃活動として継続的に取り組んでいます。

日 時：平成22年7月4日（日）8: 30~10: 00 

場 所：銀山公園奥遊歩道、新切間歩周辺市道など

参加者：21人

■石見銀山遺跡ボランティア活動実績（平成22年度）

石見銀山遺跡地内では、 多くの団体が清掃等のボランティア活動に取り組んでいます。 世界遺産

センタ ーが活動について協力を行なった団体は、 下記のとおりです。

月 日 企業名 場所
5 25 島根中央マルヰ株式会社 豊栄神社、 大安寺、 下河原吹屋跡

29 大田市管工事業協同組合 仙ノ山線入口
30 石見銀山ガイドの会 妙像寺跡

6 11 ジャスコ大田店 銀山川（公園～清水寺方面）
12 島板中央信用金庫 銀山公園
13 大友会（だいゆうかい） 宗岡佐渡墓参道竹切り
20 石見銀山ガイドの会 妙像寺跡（続き、 竹木刈など）
22 島根県職員退職者会 龍源寺間歩周辺

7 17 東幸建瞑設株式会社 清水谷製錬所跡草刈り
9 16 NPO 法人緑と水の連絡会議 石銀地区竹木伐採

11 13 
NPO 法人緑と水の連絡会議 石銀地区竹木伐採、 チップ化

14 
17 株式会社中電工 下河原吹屋跡
20 石見銀山ガイドの会 龍源寺間歩方面遊歩道

2 7 株式会社堀工務l占 路肩清掃（遊歩道周辺）
3 19 石見銀山ガイドの会 龍源寺間歩方面遊歩道
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VII. 教育・普及業務の概要

1. 公開講座の開催

世界遺産センターでは、 世界遺産・石見銀山遺跡について、 より広く深い関心を持っていただ＜

ことを目的に、 さまざまな講座を行っています。 県内外の、石見銀山遺跡に関する研究者や、 関係
者を世界遺産センタ ーに招く形での講浪を実施しています。

平成22年度は、計4回の公開講座を開催しましたが、 今後も計画的に、 様々な分野の内容とな
るよう計画していきます。

1)第7回「鉱山を歩く」
実施日：平成22年6月13日（日） 10: 00~11 : 30

参加者：33名

講 師：中村 唯史氏（三瓶自然観サヒメル 企画グルー プリ ー ダー）

〇概 要
石見銀山の周辺にある鉱山には、 石見銀山より古くから稼業しているものや、 石見銀山と関
連して採掘されたもの、 石見銀山の存在が影響を与えた鉱山があります。

非鉄鉱山として石見最古の鉱山である都茂鉱山（益田市）や奈良の大仏に銅が使われたとい

う長登銅山（山口県美祢市）などの古い鉱山。

銅を製錬する際の副産物である亜ヒ酸も生産した笹ケ谷鉱山（津和野町）や、 石見銀山で使

う鉛がとられた五十猛の鉛山（大田市）や、 技術交流があった生野銀山（兵庫県朝来市）な
ど石見銀山と関係する鉱山などについて、 現地の写真などを交えつつ、 各鉱山の特徴を解説
していただきました。

2)第8回「石見銀山と博多商人神屋寿禎」
実施日：平成22年9月5日（日） 10: 00~11 : 30
参加者：44名

講 師：佐伯 弘次氏（九州大学教授）

〇概 要

この回では中世博多商人の交易の歴史などについて研究されている、 九州大学の佐伯弘次教
授にご講演いただきました。

石見銀山を「発見」した人物として有名な神屋寿禎ですが、 彼について書かれた同時代の史
料は少なく、 その生涯には多くの謎が残されています。
今回、 佐伯教授には、 現存する史料から判明した寿禎の博多商人としての活躍や、 寿禎を始
めとした神屋一族の事績について、 ご紹介いただきました。

3)第9回「中世益田地域と石見銀山」

実施日：平成22年12月5日（日） 10: 00~11 : 30

参加者：42名

講 師：村上 勇氏（財団法人奥田元宋・小由女美術館館長）

-50-







6)第17回「石銀地区について」

実施日：平成22年11月29日（月）

参加者：20名

講 師：青木 俊介（大田市教育部石見銀山課）

〇概 要

仙ノ山山頂付近にある石銀地区について、 過去の発掘調査成果を踏まえつつ、 今年度の調査

の経過や得られつつある知見について報告しました。

7)第18回「銀と石見銀山の最盛期」

実施日：平成23年1月31日（月）

参加者：22名

講 師：目次 謙ー （島根県教育庁文化財課世界遺産室）

〇概 要

16世紀中頃～後半における国内銀流通の始まりや、 銀使用の 一般化について、 主に西日本

の例を中心とする研究成果を紹介しました。

8)第19回「金瓜石 ～台湾の近代金銅山～」

実施日：平成23年2月28日（月）

詞疇：23名

講 師：林 健亮（島根県教育庁文化財課世界遺産室）

〇概 要

台湾の金瓜石鉱山は、 藤田組（現在のDOWAホ ールディングス（樹）が清水谷製錬所の建設

が始める1894（明治27)年に発見されました。 金瓜石鉱山の近隣には、 その藤田組が採

堀権を所持していた瑞芳鉱山もあることから、 明治時代における台湾の鉱山と石見銀山の近

代化について紹介しました。

3. 体験学習イベントの開催

■石見銀山・タケノコ掘り大作戦

実施日：平成22年4月29日（木·祝）8:00~11:00

参加者：40名

〇概 要

5月に差し掛かる大森町銀山地区内で、 竹林管理の一環として実施したイベントです。

今年は当地周辺のモウソウチクのタケノコはほとんど生えておらず、 天候不順などの影響や

「裏年」とも言われましたが、 一人2本以上と、 多数のタケノコを採ることができました。

タケノコ掘り体験の後のワ ー クショップでは、竹林保全の活動をされている「大国竹取物語」

の門崎匡さんから、 モウソウチク、 ハチク（ハジク）、 真竹など竹の種類や見分け方、 切っ

た成竹を破砕し「竹チップ」をつくる実演やチップの利活用方法、また、「テングス病Jや「竹

林景観の保全」について説明や質疑応答をしました。
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今回、 遠くは広島県や浜田市・松江市からの参加、 3歳から7 0歳代までの幅広い年代層の

参加がありました。 今後も、 世界遺産センタ ーを中心に、 世界遺産・石見銀山の遺跡と竹林

景観の保全活動のすそ野を広げることとしています。

■夏休み＊石見銀山プロジェクト

世界遺産センターとしては初めて、 子どもを対象とした体験学習イベントを実施しました。 イベ

ントはお盆を外した夏休みの金曜日に、 全4回おこないました。

イベントで作った出土品の記録やうちわの絵柄、 地図などは、 世界遺産センタ ーでも展示させて

もらいました。 また、 参加した子どもには毎回「認定証」を渡しました。

※各回定員10名、 参加費200円

1)「これな～に？」

実施日：平成22年7月23日（金）

場 所：石見銀山世界遺産センタ ー （体験学習室）

参加者：6名

内 容：発掘出土品の洗浄や整理、 記録の体験

2)「めざせ！むかし絵デザイナー」

実施日：平成22年7月30日（金）

場所：石見銀山世界遺産センター （多目的室）

参加者：8名

内 容：陶磁器や着物の絵柄を模写して、

オリジナルのうちわを作成

3)「(「化」＋「貝」） X石見銀山＝？ ？」

実施日：平成22年8月6日（金）

場 所：石見銀山世界遺産センタ ー （展示室ほか）

参加者：5名

内 容：答えは「銀貨」。 銭の拓本とり、 天秤を使用したクイズ

4)「大森『！ ！』発見隊！」

実施日：平成22年8月20日（金）

場 所：町並み交流センタ ー、 大森町地内

参加者： 5名

▲実施状況（第1回）

内 容：与えられた
“

ミッション
’

'を解きながら町並みを探検。 自分たちで発見したものの

写真を使ってオリジナルの地図を作成
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■第2回仙ノ山ウォ ーク～清水谷見学道

石見銀山遺跡がユネスコ世界文化遺産に登録されて、 まもなく3年を迎える時期に開催したもの

です。 大田市では文化庁と島根県の指導を受けながら、 史跡の整備活用事業として見学遥の整備や

坑道の安全対策工事を計画的に行ってきました。

平成20 • 21年度には、 仙ノ山（せんのやま） 一帯の遺跡群を結ぶ見学道や遊歩道•あずまやなど

の整備を実施し、 谷筋を中心としたおもな遺跡の見学ができるようになりました。

実施日：平成22年4月24日（土）8:30~12:20

参加者：60名

〇概 要

久しぶりの晴れ間がのぞいたこの日の早朝、

市内外はじめ広島県から募集された方も含

め、1班15名、計4班のパーティ ーをつくり、

事前学習後、 説明とサポート役に県市専門職

員と共に出発。 これらの遊歩道や見学道を歩

きながら、 仙ノ山地内の清水谷地区を中心に

職員の解説を交え見学しました。

■古文書講座「こもんじょ」を読んでみよう

平成21年度に企画し、 2回開催した石見銀山に関する古文書を読み解く講座を、 平成22年度

は初級と叫及にコ ースを分けて、 毎月実施しました。

実施日：毎月第2木曜日、 全12回

参加者：初級コ ース52名

中級コース9名

講 師：初級コ ース 目次 謙ー （島根県教育庁文化財課世界遺産室）

中級コ ース 中木 紗友美（島根県教育庁文化財課世界遺産室）

〇概 要

初級コースは、 古文書の概論とふれ合う楽し

さを学び、「銀山旧記」の冒頭部分や銀山関

連の中世文書を題材として、 講義形式で実施

しました。

中級コースは、 銀山に関する近世文書から

様々な題材をとりあげ、 演習形式で実践的に

読み下すとともに、 その文書の歴史的背景や

経緯も解説しました。
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〇来訪校(H22年度実績） 来訪者数1373人、 体験学習参加者131人
月 日 学校名 入数 場所

4 28 松徳学院中学校 85 松江市
5 22 県立農業大学校 20 大田市

26 県立遁摩晶校 14 大田市
29 山口県立大学校 26 山口県山口市
31 邑南町立瑞穂中学校 44 邑南町

6 4 五十猛小学校 18 大田市
7 1志学・北 一瓶・池田小学校 34 大田市

仁摩中学校 38 大田市
12 智舘学園中学校 352 奈良県五條市・和歌山県和歌山市
29 金光学園中学高等学校 25 岡山県浅口市

8 12 県立逍摩高校 12 大田市
24 燕市立小池中学校 21 新潟県燕市
27 武庫川女子大付属中学校 33 兵庫県西宮市

9 17 邑南町立川本西小学校 15 邑南町
松江市立第四中学校 238 松江市
邑南町立仁見中学校 38 邑南町

24 浜田市古第四中学校 22 浜田市
大森小学校 17 大田市

29 出雲養護学校 逍摩分教室 14 大田市
30 第一中学校 21 大田市

10 22 雲南市立 一 刀屋小学校 59 雲南市
浜田市立浜田東中学校 70 浜田市

28 長久小学校 31 大田市
朝波小学校 15 大田市

11 11 静岡大学教育学部付属浜松小学校 62 静岡県浜松市
20 広島県立廿日市西尚等学校 49 広島県甘日市市

■銀山学習・出前講座
より広い地域の方に石見銀山を知っていただくことを目的として、 各地域の依頼に基づき公民館

等の主催事業に専門職員を派遣する「銀山学習・出前講座」を初実施しました。

年のべ4回、地域に関連する、あるいは地域で依頼された内容に基づく様々な講座を行いました。

1)仁摩公民館
実施日：平成22年9 月 15日（水）、 12 月 8日（水）

題 材：永久鉱山、 鞘ケ浦のフィ ールドワ ー ク

講 師：中田 健一（大田市教育部石見銀山課）

参加者：15名

〇概 要

仁摩地域は中世から豊富な遺跡が存在し、 また近代に至るまで石見銀山に深い関わりを持つ

地域です。 今回は座学開催の後、 実際に近代に稼業した永久鉱山の施設跡や、仁摩からの銀

輸送を担った靭ケ浦の港のフィ ールドワ ー クを行いました。

2)西部公民館
実施日：平成22年10月19日（火）
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■台北県黄金博物館企画展示

台湾台北県（現在は新北市）瑞芳鎮に位置する台北県立（現新北市立）黄金博物館において、 「世

界遺産日本石見銀山特別展」が 2010 年 10 月 27 日から 12 月 5 日まで開催されました。

この特別展にあわせ、 中国科技大学と黄金博物館は、 「工業遺産の保存活用および再利用国際シ

ンポジウム」を 10 月 28 日、 29 日に開催しました。

0特別展開催の経緯

石見銀山がアジアの鉱山として初めてユネスコ世界遺産に登録されたことに注目した台湾の中国

科技大学では、 2008 年 1 月に黄金博物館の学芸員らとともに石見銀山へ視察に訪れました。 その

現地見学を踏まえて黄金博物館館長から台湾での石見銀山の特別展実施が打診されました。 2010

年3月には黄金博物館から大田市に対して依頼があり、展示品の選定や諸手続きが進められました。

それから約半年後の 10 月 8 日、 黄金博物館が、 展示品所有者である大田市教育委員会、 石見銀

山資料館、 中村俊郎氏の 3 者とそれぞれ協定書を締結。 合計 73 点の展示品の貸出が決定し、 特別

展が実現しました。

0台湾鉱山の歴史

特別展が開催された黄金博物館は、 金瓜石鉱山（以下、 「金瓜石」）の保存活用の区域である黄金

博物園区にあります。 金瓜石は、 台北の海岸線に程近い急峻な山々が連なった場所にあり、 「金瓜」

とは、 台湾の言葉で「南瓜」を意味し、 山の形がカボチャに似ているための呼称といいます。

1889 年に始まった鉄道工事中に砂金が確認されたことで本格的な開発が始まり、 1893 年には

九｛分（きゅうふん）で、 翌年には金瓜石で金鉱脈が発見されると、 俄かにゴールドラッシュとなり

ました。

1895 年、 台湾が日本に割譲されると鉱業規則を制定し、 1896 年に一般鉱業を許可しました。

出願競争による騒乱を避けるため、 産金地を二つに分け、 東側の金瓜石と西側の九｛分（瑞芳）鉱山

（以下「瑞芳」）という二つの鉱区が誕生しました。 金瓜石は釜石の田中長兵衛による田中組、 瑞芳

は藤田伝三郎の藤田組がそれぞれ鉱業権を得て開発します。

金瓜石は、 アジアで第一位の産金高を誇る金鉱山として繁栄。 1925 年に経営権が金瓜石鉱山株

式会社へ移り、 1933 年からは日本鉱業株式会社の経営となります。 この日本鉱業は、 藤田伝三郎

の甥、 久原房之助創業の久原鉱業から改称した日本産業の鉱山部門から興った会社です。 第二次大

戦後は、 中華民国下で採掘が継続され、 その後も操業されますが、 1987 年に閉山。坑道や日本式

建築の建物、 黄金神社などを活用した黄金博物園区が、 2004 年にオ ー プンし、 現在、 多くの観光

客が訪れています。

一方、 瑞芳では藤田組が 1914 年に直営を止めて、 地元の顔雲年氏に 1917 年に完全に譲渡し、

その後は現地の人々を中心に操業されました。 閉山後、 町は衰退していたものの、 台湾映画 「非情

城市」の舞台となって一躍観光地化し、 映画 「千と千尋の神隠し」では、 この九｛分がモデルに描か

れたことから日本からの見学客も多く、 台湾の観光名所として金瓜石とともに人気スポットとなっ

ています。

なお、 顔雲年氏のご子孫は台湾では 5 大財閥の一つに数えられており、 歌手の一青窃（台湾名は

顔窃）さんは顔雲年氏のひ孫にあたります。
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〇鉱山シンポジウム

シンポジウムは10月28日が「工業遺産における人、 空間および記憶」、 29日は「工業遺産に

おける経営管理」をテーマとして、 ドイツやチェコ、 台湾及び中華人民共和国の研究者と島根県、

大田市の担当者とが鉱山遺跡の保存活用について話し合いました。

研究者や学生からなる約200人の来場者との質疑応答があり、 二日目の最後は総合的なフォ ー

ラムが行われ、 盛況のうちに閉会しました。

シンポジウムには、 行政読文化建設委員會（日本の文化庁にあたる機関）の代表や台北県政府文

化局長も参加。 なお、 11 月 3 日には島根県教育庁世界遺産室の若槻真治室長が出席して特別展の

開会イベントが行われました。若槻室長の北京語による挨拶が好評でした。

0今後の展望

台湾はユネスコに加盟していませんが、 行政院文化建設委員會では台湾におけるユネスコ世界遺

産の候補物件として 18 件の遺産を掲げています。 この金瓜石もその一候補で、 その他にも産業遺

産が多く含まれています。 石見銀山と関わりの深いこの金瓜石について、 島根県教育委員会では今

後の調査研究を検討しています。

この度の特別展は、 石見銀山の遺物などが海外で展示される初めての機会となりました。 現地で

は大手新聞社やテレビ局からの取材があり、 また台湾、 中国、 ドイツの研究者からは、 「石見銀山

ヘ学生を見学に行かせたい」と話があるなど、 石見銀山が大いに注目される機会となりました。

▲瑞芳鉱山事務所跡
日本語による鉱山図面等が遺る
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4. その他の事業

■石見銀山遺跡調査活用委員会
平成22年5月18日（火）、 第5回石見銀山遺跡調査活用委員会を開催しました。 会議には8

名の委員が出席し、 今後の整備活用などについて意見をいただきました。 会議後には、 遊歩道整備
が計画されている石銀地区や無電柱化工事が終了した大森地区の町並みを視察し、 意見をいただき
ました。

平成22年10月20日（水）には9名の委員が出席し、 第6回の委員会を開催しました。
建造物の修理や港湾集落の保存活用などについて意見をいただき、 あわせて島根県世界遺産室が

提案を行なった、 調査整備などについて県市職員の意見交換の場となる作業部会の設置が了承され
ました。

調査活用委員は平成23年1月6日に任期が満了しましたが、 島根県では平成23年度以降の調
査活用委員会の構成と方向性について平成23年2月2日に町田章氏と協議を行い、 平成23年度
以降もほぼ同様の構成で委員会を継続する方針を決めました。

0石見銀山遺跡調査活用委員会委員名簿
氏 名 職 名 専門分野 備 考
井上 雅仁 島根県立＝瓶自然館 学芸グループリ ー ダー 自然環境
大橋 泰夫 島根大学法文学部 教授 考古学
勝部 昭 元•島根県教育委員会 教育次長 文化財行政 委員長職務代理者
黒田 乃生 筑波大学大学院人間総合科学研究科 准教授 文化的景観
小林 准士 島根大学法文学部 准教授 近世思想史
晶安 克己 島根大学 名誉教授 地質学
田中 裕子 オフィスタナカ 代表地元有識者
中塩 弘 DOWAホールディングス株式会社 取締役 鉱業
仲野 義文 石見銀山資料館 館長 近世史
中村 俊郎 中村ブレイス株式会社 代表取締役社長 地元有識者
西村 幸夫 東京大学先端科学技術研究センタ ー 教授 都市計画
林 秀司 島根県立大学 教授 人文地理
原田 洋一郎 東京都立産業技術高等専門学校 准教授 鉱山史
町田 章 九•奈良文化財研究所 所長 考古学 委員長
村上 隆 呆都国立博物館学芸部 保存修理指導室長 歴史材料科学
※任期：平成20年1月7日～平成23年1月6日（中塩委員は20年6月26日～）

■石見銀山遺跡保存管理委員会
平成22年11 月 9日（火）、島根県民会館で第3回石見銀山遺跡保存管理委員会が開催されました。

この委員会は、石見銀山遺跡を適切に保存管理し、 その価値を永く後世に伝えていくことを目的と
して、 島根県と大田市が共同で設置しました。 世界遺産登録推薦書の中でも、 その設置を謳ってい
たものです。

委員会では 、 遺跡の保存管理に関連する諸事業の総合調整や遺跡の保存管理計画の進行管理等を
行います。委員は県の関係部局の次長6名及び市の関係部局の部長5名の11名で構成されています。

委員長である県の金築教育次長の進行により議事に移り、 石見銀山の現状、 調査・活用事業につ

いての状況報告などを県と市の担当者が説明を行いました。
次に、温泉津下水道整備、要害山落石対策などについて、具体的な課題内容の説明がありました。
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X
I． 各種資料

1. 石見銀山遺跡に関する活動等日誌（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
附：世界における主な出来事

02010（平成22)年

□4月
4/7

4/13 
4/24 
4/26 
4/29 
4/29~7/2 

□5月

山崎直子さん日本人女性としては2人目となる宇宙へ 米国スペー スシャトル
で国際宇宙ステー ションに到着
セ）第1回古文書講座（於：世界遺産センター。 初級40名・中級10名）
セ）第2回仙ノ山ウォ ー ク（於：仙ノ山地内 清水谷見学道）
セ）第12回夜学「石見銀山の「文化的景観Jとは」（於：世界遺産センター）
セ）石見銀山・タケノコ掘り大作戦（於：仙ノ山地内 大谷地区）
セ）遺跡整備速報展：「清水谷からみる石見銀山」（於：世界遺産センター）

5/1 セ）世界遺産センター展示観覧者10万人突破［559日目］
5/8 セ）独立行政法人奈良文化財研究所保存修復昧斗学研究室高妻洋成室長・脇谷草一

郎研究員他、 現地指導会（於：世界遺産センター、 遺跡現地）
5/12 セ）井澤英二氏他銀山技術史研究グルー プ、 現地調査（於：銀山柵内他）
5/13 セ）第2回古文書講座（於：世界遺産センター）
5/16 セ）世界遺産センター入館者50万人突破【955日目］
5/18 県市）第5回石見銀山遺跡調査活用委員会（於：世界遺産センター）
5/21 「人工生命」ほぼ完成 ゲノム（全遺伝情報）を人工的に合成して自己増殖する

人工細菌をつくるのに米国の研究チームが成功。 米科学誌サイエンスで発表
5/28 iPadが日本上陸 米国アップル社製タブレット型情報端末がヒット
5/31 セ）第13回夜学「温泉津の町並み」（於：世界遺産センター）

□6月
6/1 子供手当の支給始まる 支給対象は約1,735万人
6/1 セ）島根大学大橋泰夫、 田中義昭氏発掘調査現地指導会（於：遺跡現地）
6/4 菅直人首相が誕生 6/2、 鳩山首相が退陣表明し、 衆参両院の本会議で第94代

首相に指名
6/5 民）山陰合同銀行企業の森づくり事業（於：ふれあいの森公園）
6/6 県）出前講座（於：邑南町出羽公民館）
6/9 県）心に残る文化財子ども塾（於：飯石郡飯南町来島小）
6/10 セ）第3回古文書講座（於：世界遺産センター）
6/11 セ）立正大学池上悟教授、 田中義昭氏、 今岡利江氏石造物調査現地指導会（於：

世界遺産センター）
6/13 セ）第7回公開講座「鉱山を歩く」（於：世界遺産センター）

※凡例 国＝国事業 市＝大田市事業 県＝島板県事業 セ＝世界遠産センタ ー事業 協＝官民協働 民＝民間事業
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8/6 

8/7~ 8 

8/8 

8/12 

8/20 

8/27 

8/23~25 

8/30 

本委員会で、 世界遺産一覧表記載数は、 911件（文化遺産704件（新規15件。

以下同）、自然遺産180件(5件）、複合遺産27件(1件））となり、このうち、「ビ

キニ環礁（マー シャル諸島共和国。 文化遺産）」は「原爆ド ー ム」に続く核に関

する二番目の遺産となった

セ）夏休み責子供体験プロジェクト「銭貨の拓本とり」（於：世界遺産センター）

セ）出雲古代歴博「七夕」イベントに参加

県）石見銀山遺跡関連講座「鉱山遺跡「笹ケ谷」を探る」（於：鹿足郡津和野町

木部公民館）

セ）第5回古文書講座（於：世界遺産センター ）

セ）夏休み玄子供休験プロジェクト「町並みを散策して地図作り」（於：世界遺

産センタ ー ）

宮崎県で猛威をふるった口蹄疫（こうていえき）終息宣言 28万9千頭の牛豚

が殺処分された

セ）中世都市史・流通史懇話会（仁木宏氏、佐伯弘次氏他）現地指導（於：山吹

城跡他）

セ）第15回夜学「石見銀山 世界遺産への道～ささえた人々」（於：世界遺産

センター）

8/31~9/27 セ）「夏休み玄石見銀山プロジェクト」作品展（於：世界遺産センタ ー ）

□9月

9/1~3 セ）立正大学池上悟教授他石造物調査（於：温泉津町内）

9/5 セ）第8回公開講座「石見銀山と博多商人神屋寿禎」（於 ：世界遺産センター）

9/9 セ）第6回古文書講座（於：世界遺産センタ ー ）
9/17 セ）市内団体出前講座（於：仁摩公民館）

9/23 民）石見銀山三日暮らし（於：大森町地内他）

9/29~12/27 セ）イベント「石見銀山トレジャ ー・ ハンティング」（於：世界遺産センター ・

熊谷家住宅・武家屋敷旧河島家・町並み交流センタ ー ）
9/30~10/1 セ）市内中学生職場体験受入れ（於：世界遺産センター。 市立第一中学校生4名）

□10月

10/1

10/1~

10/2

10/6

10/6 

たばこ大幅値上げ

協）石見銀山韮金の最初の活用となる平成23年度石見銀山韮金事業の募集開始

セ）南八幡宮出土銭貨・経筒の専門家指導会（於：世界遺産センター）

日本人2氏にノ ーベル化学賞 炭素同志を効率よくつなげるクロスカップリング

を編み出した、鈴木章・北海道大学名誉教授と根岸栄一 ・米国パデュ ー大学特別

教授に

セ）京都国立博物館保存修理指導室村上龍室長考古資料分析調査指導会（於：世

界遺産センター ）

10/8 セ）客員共同検討会（於：世界遺産センター ）

10/12 市）第1回指定管理者選定委員会（書類選考）
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3. 刊行物等

0平成22年度刊行物等一覧
No. 種類 機関 書名・タイトル

l 事業報告書 島根県教育委員会 石見銀山遺跡関連講座・シンポジウム記録集
2 ” 島根県教育委員会 石見銀山歴史文献調査報告書VI

3 ” 
島根県教育委員会

石見銀山遺跡石造物調査報告書11
大田市教育委員会

4 ” 
島根県教育委員会

石見銀山遺跡テーマ別調査研究報告書1
大田市教育委員会

5 ” 大田市教育委員会
史跡石見銀山遺跡 清水谷地区選鉱場跡石垣診断調査
石垣保存修理計画書

6 ” 大田市教育委員会 石見銀山遺跡発掘調査概要20
7 ” 大田市教育委員会 石見銀山世界遺産センター 2009（平成21年度）年報
8 修理概報 大田市教育委員会 温泉津伝統的建造物群保存地区修理概報12,13,14,15,16,17
， ” 大田市教育委員会 大森銀山伝統的建造物群保存地区修理概報95,96
10 図録 大田市教育委員会 石見銀山世界遺産センター展示ガイド

4. 関連法規

0大田市石見銀山拠点施設の設置及び管理に関する条例

平成1 9年9月2 5日
条例第2 7号

改正 平成2 0年1 0月6日条例第29号
平成2 2年6月22日条例第2 0号

（設置）
第1条 世界遺産として登録された石見銀山の文化的価値に対する理解を深め、もって市民の文化
の振興と向上並びに学術研究の発展及び遺跡の保全活用に寄与するため、大田市石見銀山拠点施設
（以下「拠点施設」という。）を設置する。

（名称及び位置）
第2条 拠点施設の名称及び位置は、次のとおりとする。
名称 1位置
石見銀山世界遺産センタ ー

（構成）

大田市大森町イ 1 5 9 7 番地3

第3条 拠点施設は、次の各号に掲げる施設をもって構成する。
(1) ガイダンス棟

(2) 展示棟
(3) 収蔵体験棟
(4) 駐車場
（指定管理者による管理）
第4条 拠点施設の管理は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第3項に規定
する指定管理者にこれを行わせることができる。

-85













付した条件を変更することが できる。

(1) 偽りその他不正の手段により許可を受けたとき。

(2) 前条第2項の規定により許可 に付した条件 に違反したとき。

(3) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

（損害賠償の義務）

第8条 公園の施設又は設備その他の物件を故意又は過失によりき損し、 汚損し、 又は滅失した者

は、 これを原状に復し、 又はその損害を賠償し なければならない。

（委任）

第9条 この条例の施行に関し必要な事項は、 規則で定める。

附 則

（施行期日）

1 この条例は、 平成1 7年10月1日から施行する。

（経過措置）

2 この条例の施行の日の前日までに、 合併前の石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管

理に関する条例（平成11年大田市条例第4号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、

こ の条例の相当規定によりなされたものとみなす。

附 則（平成1 8年条例第1号）

この条例は、 平成1 8年4月1日から施行する。

附 則（平成22年条例第20号）

この条例は、 平成23年4月1日から施行する。

0大田市石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管理に関する条例施行規則

平成1 7年10月1日

規則第1 3 5号

改正 平成22年1 1月5日規則第3 5号

（趣旨）

第1条 この規則は、 大田市石見銀山街道市民ふれあいの森公園の設置及び管理に関する条例（平

成1 7年大田市条例第1 7 2号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（行為の許可の申請）

第2条 条例第6条第1項の許可を受けようとする者は、 行為許可申請書（様式第1号） を指定管

理者に提出しなければならない。

（行為の許可）

第3条 指定管理者は、前条の許可をしたときは、行為許可書（様式第2号）を交付するものとする。

（その他）

第4条 この規則に定めるもののほか、 必要な事項は、 市長が定める。

附 則

この規則は、 平成1 7年10月1日から施行する。

附 則（平成22年規則第3 5号）

この規則は、 平成23年4月1日から施行する。

※これらの例規に関する申請様式等は、大田市のHPから閲覧、ダウンロ ー ドすることができます。
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